
- 1 - 

 

     

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト 

２ ０ １ ４ 年 

 第 1７号 

F
o

o
t

p
r

i
n

t
 

 

写真資料 

調査部会発行 

H26.12.15 

観
光
客
も
次
々
に
長
崎
原
爆
資
料

館
を
訪
れ
、「
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真

展
」
で
も
足
を
止
め
熱
心
に
写
真

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
写
真
の

解
説
を
部
会
員
が
通
訳
を
通
し
て

行
い
ま
し
た
が
、
人
気
が
あ
っ
た

の
は
深
堀
部
会
長
で
す
。
被
爆
体

験
を
通
し
て
写
真
の
説
明
を
行
う

深
堀
さ
ん
に
台
湾
の
人
た
ち
は
感

激
し
た
の
か
、
説
明
が
終
わ
る
と

次
々
に
深
堀
さ
ん
と
一
緒
に
原
爆

写
真
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
、
そ

の
数
２
０
人
位
い
た
で
し
ょ
う

か
。
苦
笑
い
し
な
が
ら
深
堀
さ
ん

は
、
入
れ
替
り
立
ち
替
り
写
真
に

納
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
日
の

人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
し
た
。 

 

   

こ
の
他
に
今
年
、
ア
メ
リ
カ
国

立
公
文
書
館
で
収
集
し
た
長
崎

原
爆
カ
ラ
ー
写
真
２
０
点
も
展

示
、
こ
の
写
真
は
今
年
８
月
に
国

立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和

祈
念
館
で
初
め
て
公
開
し
ま
し

た
が
、
「
市
民
の
つ
ど
い
」
に
は

多
く
の
市
民
が
来
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
で
再
度
の
展
示
と
な
り

ま
し
た
。 

「
市
民
の
つ
ど
い
」
が
催
さ
れ

た
こ
の
日
は
秋
晴
れ
の
上
天
気

で
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
ま
し
た

が
、
午
前
中
は
外
国
人
観
光
客
の

姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。
多
分
、
長

崎
港
に
客
船
が
入
港
し
た
た
め

と
み
ら
れ
ま
す
が
、
台
湾
か
ら
の 

 

し
た
科
学
者
グ
ル
ー
プ
の
一
員
が

撮
影
し
た
も
の
で
、
現
在
の
長
崎
原

爆
資
料
館
の
高
台
か
ら
原
爆
落
下

中
心
地
、
城
山
方
面
の
６
９
年
前
の

惨
状
を
写
し
た
長
崎
原
爆
の
代
表

的
な
パ
ノ
ラ
マ
写
真
で
す
。
写
真
展

会
場
か
ら
城
山
小
学
校
方
面
を
見

ま
す
と
、
当
時
の
惨
状
と
、
復
興
し

た
現
在
の
光
景
を
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
写
真
で
す
。
大
阪

府
堺
市
か
ら
訪
れ
た
被
爆
写
真
に

関
心
が
あ
る
女
性
は
、
「
こ
ん
な
大

き
な
判
り
や
す
い
写
真
を
堺
の
人

た
ち
に
も
見
せ
て
や
り
た
い
で
す

ね
、
６
９
年
前
の
惨
状
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
」
と
語
り
、
ま
た
あ
る
市

民
は
「
こ
ん
な
大
き
な
写
真
は
ど
こ

で
作
る
の
で
す
か
、
ど
ん
な
し
て
作

る
の
で
す
か
？
」
と
素
朴
な
驚
き
の

質
問
を
し
た
人
も
多
数
い
ま
し
た
。 

  

（
公
財
）
長
崎
平
和
推
進
協
会
は

国
連
軍
縮
週
間
（
１
０
月
２
４
日
～

３
０
日
）
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

１
０
月
２
５
日
（
土
曜
日
）
に
長
崎

原
爆
資
料
館
階
段
下
広
場
で
「
市
民

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
行
事
に
写
真
資
料
調
査
部
会
も

協
力
し
「
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
展
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
特
大

パ
ノ
ラ
マ
写
真
や
、
今
年
６
月
、
ア

メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
で
収
集
し

た
長
崎
原
爆
カ
ラ
ー
写
真
２
０
点

余
り
出
品
。
こ
れ
ら
は
、
被
爆
７
０

周
年
に
向
け
部
会
が
収
集
し
て
い

る
貴
重
な
写
真
の
中
か
ら
厳
選
し

た
も
の
で
す
。 

展
示
写
真
の
目
玉
は
幅
５
．
４
メ

ー
ト
ル
の
超
特
大
パ
ノ
ラ
マ
写
真

で
す
。
こ
の
写
真
は
林
重
男
と
い
う

長
崎
原
爆
の
実
相
を
最
初
に
調
査 

 

国
連
軍
縮
週
間
「市
民
の
つ
ど
い
」で
写
真
展
開
催 

超
特
大
パ
ノ
ラ
マ
写
真
や
カ
ラ
ー
写
真
を
展
示 

  

(写真上) パノラマ写真も展示した写真展会場  (中) 台湾の人に人気の深堀部会長  (下) 幅 5.4ｍの超特大パノラマ写真 
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今
号
で
紹
介
す
る
写
真
は
、
太

平
洋
戦
争
で
日
本
軍
の
捕
虜
と
な

り
、
九
州
各
地
に
収
容
さ
れ
て
い

た
連
合
軍
兵
士
の
引
取
り
の
た

め
、
長
崎
港
に
入
港
し
た
病
院
船

ヘ
ブ
ン
号
（
ヘ
イ
ブ
ン
号
）
等
の

連
合
軍
艦
船
関
係
の
写
真
で
す
。

写
真
資
料
調
査
部
会
で
は
米
軍
撮

影
に
よ
る
ヘ
ブ
ン
号
関
連
写
真
３

０
数
枚
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
が
、

新
た
に
ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館

で
収
集
し
た
２
０
枚
余
り
が
加
わ

り
ま
し
た
。 

敗
戦
か
ら
一
か
月
も
経
た
な
い

昭
和
２
０
年
９
月
１
１
日
に
、
捕

虜
収
容
の
た
め
長
崎
港
出
島
岸
壁

に
接
岸
し
た
の
が
ヘ
ブ
ン
号
等
を

中
心
と
す
る
進
駐
軍
の
艦
船
群
で

す
。 今

年
６
月
に
行
っ
た
ア
メ
リ
カ

国
立
公
文
書
館
で
の
写
真
収
集
作

業
で
、
お
よ
そ
２
千
点
の
長
崎
原

爆
写
真
を
入
手
し
ま
し
た
が
、
こ

の
中
で
新
た
に
ヘ
ブ
ン
号
関
連
写

真
２
０
点
余
り
を
確
認
し
ま
し

た
。
出
島
岸
壁
に
接
岸
し
て
い
る 

の
は
病
院
船
ヘ
ブ
ン
号
と
同
型
病

院
船
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
号
の
二

隻
、
船
体
中
央
と
煙
突
に
大
き
な

赤
十
字
の
マ
ー
ク
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
同
時
に
入
港
し
港
中

央
に
沖
止
ま
り
し
て
い
る
空
母
ケ

ー
プ
・
グ
ロ
ス
タ
ー
の
写
真
も
見

つ
か
り
ま
し
た
。 

昭
和
２
０
年
９
月
１
４
日
の
長

崎
新
聞
（
当
時
）
は
、「
米
艦
船
長

崎
に
入
港 

在
九
州
『
連
合
国
将

兵
』
引
取
り
の
た
め 

約
三
週
間

滞
在
予
定
」
の
見
出
し
で
次
の
よ

う
に
報
じ
て
い
ま
す
。（
旧
漢
字
は

常
用
漢
字
に
変
更
） 

「
連
合
国
側
艦
船
は
九
州
に
於
て 

解
放
さ
れ
た
約
一
万
余 

の
連
合
国
軍
将
兵
（
俘 

虜 

ふ
り
ょ
）
引
取
の 

た
め
、
病
院
船
ヘ
ブ
ン 

号
ほ
か
輸
送
船
を
中
心 

に
巡
洋
艦
一
隻
、
駆
逐 

艦
三
隻
、
空
母
一
隻
等 

を
も
っ
て
十
一
日
午
後 

長
崎
に
入
港
、
ヘ
ブ
ン 

号
は
同
日
出
島
岸
壁
に 

係
留
し
た
。 

 

同
艦
船
の
入
港
に
先
立
ち
ア
メ

リ
カ
第
６
軍
附
属
俘
虜
受
取
委
員

長
ヴ
イ
フ
エ
ン
大
佐
、
同
第
五
軍

軍
医
部
長
ら
の
一
行
が
来
崎
、
永

野
知
事
、
谷
口
要
塞
司
令
官
ら
地

元
軍
官
代
表
と
会
見
、
種
々
要
求 

事
項
を
通
達
し
、
全
九
州
の
俘
虜

引
取
り
に
関
し
協
力
方
を
要
請
し

た
。 

 

同
艦
船
は
完
全
に
俘
虜
を
収
容

後
、
出
港
す
る
が
、
約
三
週
間
を

要
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
な
ほ

入
港
艦
船
の
連
合
軍
将
兵
は
、
当

分
公
用
以
外
は
一
般
外
出
を
禁
止

さ
れ
、
岸
壁
を
中
心
と
し
た
出
島

地
区
の
一
部
を
歩
哨
に
よ
り
一
般

交
通
を
禁
止
、
地
方
民
と
の
直
接

折
衝
を
避
け
て
い
る
。」 

ま
た
出
島
岸
壁
に
接
岸
中
の
ヘ

ブ
ン
号
を
取
材
し
た
長
崎
新
聞

（
当
時
）
記
者
は
、 

「
病
院
船
ヘ
ブ
ン
号
、
及
び
輸

送
船
を
中
心
と
し
た
連
合
軍
艦
船

が
十
一
日
の
午
後
、
突
如
長
崎
港

に
入
港
し
た
。
星
条
旗
を
マ
ス
ト 

に
は
た
め
か
せ
た
初
め
て
見
る
連

合
軍
の
艦
船
、
…
白
黒
に
塗
っ
た

綺
麗
な
病
院
船
ヘ
ブ
ン
号
、
横
付

け
さ
れ
た
出
島
岸
壁
に
一
歩
踏
み

込
ん
で
ア
ッ
と
驚
い
た
。
戦
時
中

の
出
島
岸
壁
を
記
者
は
知
っ
て
い

る
。
い
や
そ
の
昔
の
大
陸
往
来
華

や
か
り
し
頃
の
出
島
岸
壁
を
一
番

よ
く
知
っ
て
い
る
。
そ
の
岸
壁
が

見
違
へ
る
や
う
に
清
掃
さ
れ
て
塵

一
つ
な
い
ほ
ど
ピ
カ
ピ
カ
と
光
っ

て
い
る
の
だ
、
か
つ
て
こ
ん
な
様

子
の
岸
壁
は
み
な
か
っ
た
。 

 

ヴ
イ
フ
エ
ン
大
佐
が
本
部
を
置

い
て
い
る
市
港
湾
課
の
建
物
も
磨

き
立
て
ら
れ
て
蠅
一
匹
い
な
い
と

い
ふ
有
様
、
お
ま
け
に
岸
壁
の
一

部
に
は
横
付
け
の
病
院
船
か
ら
直

接
パ
イ
プ
を
引
い
て
何
百
人
分
か

の
シ
ャ
ワ
ー
装
置
が
完
成
し
て
い

る
。
こ
れ
が
入
港
後
全
一
日
を
経

過
し
な
い
時
間
の
所
産
だ
と
思
へ

ば
、
な
る
ほ
ど
能
率
的
な
米
兵

だ
。」
と
報
じ
て
い
ま
す
。 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
） 

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
で
収
集
し
た
二
〇
〇
〇
枚
の
写
真
か
ら
② 

（担
当 

: 

堀
田
武
弘
） 

捕
虜
収
容
で
長
崎
港
に
入
っ
た 

米
軍
病
院
船
ヘ
ブ
ン
号 

関
連
写
真 

国立公文書館に保存されている写真原

簿の一枚。サイズはほぼＡ４サイズ。 

上に写真、下に説明文が記されている。 
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長
崎
原
爆
資
料
館
と
写
真
資
料

調
査
部
会
が
新
た
に
入
手
し
た
病

院
船
ヘ
ブ
ン
号
（
ヘ
イ
ブ
ン
号
）

関
連
写
真
２
０
点
余
り
の
一
部
は

次
の
よ
う
な
写
真
で
す
。 

ヘ
ブ
ン
号
の
長
崎
入
港
に
関
し

て
は
同
乗
し
て
き
た
写
真
・
映
画

班
が
１
６
ミ
リ
映
画
に
よ
っ
て
克

明
に
長
崎
の
街
並
み
、
特
に
港
周

辺
の
様
子
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。

終
戦
後
、
米
軍
が
組
織
的
に
撮
影

し
た
初
め
て
の
映
画
、
ス
チ
ー
ル

写
真
で
す
。
昭
和
２
０
年
９
月
１

１
日
に
ヘ
ブ
ン
号
は
香
焼
の
島

影
、
三
菱
長
崎
造
船
所
立
神
船
台 

 

を
延
々
と
撮
影
し
な
が
ら
入
っ
て

き
ま
す
。
お
そ
ら
く
兵
士
た
ち
は

こ
の
船
台
が
戦
艦
武
蔵
を
建
造
し

た
造
船
所
と
知
っ
て
撮
影
し
た
の

で
し
ょ
う
。
接
岸
直
前
に
は
、
艦

上
か
ら
見
た
旧
香
港
上
海
銀
行
、

長
崎
港
駅
の
駅
舎
（
長
崎
駅
の
次
、

出
島
岸
壁
に
あ
っ
た
上
海
航
路
の

乗
り
換
え
駅
）
、
遠
く
に
彦
山
と
愛

宕
山
も
写
さ
れ
て
い
ま
す
。 

９
月
１
２
日
に
な
る
と
カ
ラ
ー

フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
、
範
囲
を
広
げ

撮
影
し
て
い
ま
す
。
映
像
の
最
初

に
写
さ
れ
て
い
る
カ
チ
ン
コ
（
映

像
説
明
）
に
は
「C

O
M

B
A

T
 

 
 

P
H

O
T

O
  

U
N

IT

」

「N
A

G
A

S
A

K
I 

 
A

R
R

IV
A

L

」

「 
D

r R

・B
ro

w
n

」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
香
焼
の
捕
虜
収
容
所
の
映

像
で
は
「P

riso
n

 
 
o
f 

 
w

a
r 

C
a

m
p
 
 

N
A

G
A

S
A

K
I

」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
迷
彩
色
に
塗
ら
れ

た
収
容
所
建
物
、
中
庭
に
は
兵
士

た
ち
の
洗
濯
物
が
干
さ
れ
、
笑
顔

の
兵
士
が
褌
ス
タ
イ
ル
で
写
っ
て

い
ま
す
。 

写
真
資
料
調
査
部
会
が
所
蔵
し

て
い
る
ヘ
ブ
ン
号
関
連
写
真
は
１

６
㍉
映
画
と
同
じ
早
い
時
期
に
撮

影
さ
れ
た
も
の
で
、
出
島
岸
壁
に 

 

は
ヘ
ブ
ン
号
一
隻
の
み
が
停
泊
し

て
い
ま
す
。
撮
影
者
は
米
軍
兵
士

Ｊ
・
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
氏
、
寄
贈
者

は
大
村
出
身
で
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
氏

の
知
人･

浦
垣
初
朗
氏
、
平
成
２
年

に
長
崎
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
写
真
で
は
出
島
岸
壁
・

長
崎
港
駅
に
列
車
で
運
び
こ
ま
れ

る
兵
士
た
ち
が
写
さ
れ
、
収
容
さ

れ
た
兵
士
た
ち
は
素
っ
裸
に
さ
れ

看
護
婦
た
ち
に
よ
り
Ｄ
Ｄ
Ｔ
で
消

毒
さ
れ
る
風
景
、
ま
た
重
症
の
兵

士
は
担
架
に
乗
せ
ら
れ
船
内
に
運

び
込
ま
れ
る
姿
も
あ
り
ま
す
。 

今
年
６
月
の
米
国
国
立
公
文
書 

館
の
収
集
調
査
活
動
で
は
、
２
千

枚
余
り
の
写
真
が
見
つ
か
り
、
大

き
な
成
果
を
上
げ
ま
し
た
が
、
１ 

６
㍉
映
画
に
残
る
映
像
を
見
ま
す

と
、
ま
だ
ま
だ
ス
チ
ー
ル
写
真
と

し
て
は
未
発
見
の
映
像
が
か
な

り
、
米
国
の
い
ず
こ
か
の
施
設
に

残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
継

続
し
て
収
集
調
査
活
動
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

な
お
写
真
資
料
調
査
部
会
で
は

ア
メ
リ
カ
国
立
公
文
書
館
で
収
集

し
た
写
真
を
長
崎
原
爆
資
料
館
と

協
力
し
て
、
写
真
の
解
析
を
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

 

 

長崎港中央に停泊する空母ケープ・グロス

ター。空母右側にも軍艦が停泊している。 

出島岸壁に接岸した病院船ヘブン号と同型

のサンクチュアリー号。バックの山は彦山と

金毘羅山。 

 

空母から見た出島岸壁接岸の病院船２隻。 

長崎港には各種の艦船が停泊。 
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に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
ら
れ
て
い

る
か
」 

ヴ
イ
大
佐
「
歴
史
あ
る
偉
大
な

国
ニ
ッ
ポ
ン
が
、
再
び
そ
の
偉
大

さ
を
取
り
戻
さ
れ
る
よ
う
念
願
し

て
止
ま
ぬ
。
連
合
軍
側
は
既
に
ポ

ッ
ダ
ム
宣
言
に
よ
っ
て
日
本
再
建

の
方
途
を
示
し
て
い
る
。
日
本
は

決
し
て
隷
属
的
な
そ
れ
で
は
な

い
。
立
派
な
独
立
国
家
と
し
て
の

将
来
が
あ
る
。
現
在
の
日
本
国
民

に
望
み
た
い
こ
と
は
、
冷
静
に
最

善
を
尽
し
て
平
和
的
国
家
再
建
に

努
力
し
て
戴
く
こ
と
で
あ
る
。

我
々
も
今
後
、
日
本
に
学
ぶ
べ
き

と
こ
ろ
は
率
直
に
学
ぶ
つ
も
り
で

あ
る
。
日
本
国
民
も
進
駐
し
て
来

た
ア
メ
リ
カ
軍
人
の
善
い
点
を
学

び
、
悪
い
点
を
捨
て
、
真
の
ア
メ

リ
カ
人
を
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
人
の

生
活
を
認
識
し
て
戴
き
た
い
と
思

ふ
。 誠

に
を
こ
が
ま
し
い
が
最
後
に

自
分
は
連
合
軍
を
代
表
し
て
言
ひ

た
い
。
日
本
国
民
は
連
合
国
が
抱

く
正
し
い
理
念
を
把
握
し
て
、
進

む
べ
き
道
を
正
し
く
進
ん
で
も
ら

ひ
た
い
も
の
で
あ
る
。」 

(

担
当
・
堀
田
武
弘) 

 

当
時
の
長
崎
新
聞
（
昭
和
２
０

年
９
月
１
４
日
）
を
見
ま
す
と
、

出
島
岸
壁
に
接
岸
し
た
ヘ
ブ
ン
号

（
或
い
は
別
の
艦
艇
）
で
、
地
元

の
新
聞
記
者
団
が
第
６
軍
附
属
俘

虜
受
取
委
員
長
ヴ
イ
フ
エ
ン
大
佐

と
記
者
会
見
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

記
者
団
「
当
地
に
お
け
る
軍
官

民
は
出
来
る
だ
け
貴
官
等
の
目
的

遂
行
に
協
力
す
る
意
図
を
有
し
て

い
る
が
、
今
迄
の
当
地
に
お
け
る

交
渉
経
過
を
通
じ
て
何
か
要
望
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
か
。」 

 

ヴ
イ
大
佐
「
政
府
及
び
当
地
の 

県
庁
当
局
が
最
善
を
尽
く
し
て
協 

力
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

以
上
何
も
要
求
し
た
り
申
し
上
げ 

た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
俘

虜
収
容
目
的
の
我
々
お
よ
び
今
後

進
駐
し
て
く
る
連
合
軍
は
、
決
し

て
日
本
を
占
領
し
た
り
不
必
要
に

拘
束
し
た
り
す
る
意
志
は
毛
頭
な

い
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
。
我
々

と
し
て
は
最
小
限
度
に
必
要
な
物

資
そ
の
他
を
融
通
し
て
戴
く
こ
と

は
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は

な
い
。」 

記
者
団
「
す
で
に
連
合
軍
が
進 

 
駐
し
て
い
る
地
方
で
、
一
部
事
故

が
発
生
し
て
い
る
事
実
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
が
ど
う
思
う
か
。」 

 

ヴ
イ
大
佐
「
我
々
は
仕
事
を
急

ぐ
あ
ま
り
、
そ
こ
に
多
少
の
摩
擦

が
生
じ
、
ま
た
一
方
に
は
言
葉
の 

不
自
由
な
た
め
に
行
違
い
が
生
じ

て
い
る
の
だ
と
思
ふ
が
、
連
合
軍

側
で
は
決
し
て
こ
の
種
事
故
を
好

む
も
の
で
は
な
い
。
当
地
等
で
も

問
題
が
起
こ
っ
た
場
合
、
あ
く
ま

で
も
当
方
で
責
任
を
取
り
、
す
べ

き
は
厳
重
処
罰
す
る
方
針
で
あ

る
。
日
本
国
民
は
冷
静
に
行
動
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
。
無
用
な

怖
れ
な
ど
を
抱
か
ぬ
や
う
に
、
特

に
新
聞
を
通
じ
て
徹
底
さ
せ
て
戴

き
た
い
。」 

記
者
団
「
長
崎
は
戦
前
、
世
界

的
な
観
光
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
。
こ
の
長
崎
の
復
興
に
対
し

て
何
か
意
見
が
あ
る
か
。」 

ヴ
イ
大
佐
「
個
人
的
な
意
見
を

申
し
上
げ
る
自
由
を
持
た
ぬ
が
、

明
朗
な
昔
の
街
に
再
建
し
て
戴
き

た
い
。
そ
し
て
良
い
意
味
に
お
け

る
自
由
な
文
化
都
市
を
実
現
し
て

戴
き
た
い
と
考
え
る
。」 

記
者
団
「
最
後
に
日
本
の
再
建 

 

艦上から音楽隊演奏を聴く収容された兵士たち 

地
元
記
者
団
が
捕
虜
収
容
船
責
任
者
と
会
見 

〝
日
本
を
占
領
、
拘
束
す
る
意
思
は
毛
頭
な
い
〟 

出
島
岸
壁
か
ら
上
陸
す
る
ア
メ
リ
カ

第
二
海
兵
団
兵
士
２
万
５
千
人
。 

（昭
和
２
０
年
９
月
２
４
日
） 

大
波
止
付
近
を
行
進
す
る
進
駐
軍

兵
士
た
ち
。 

（右
２
点
は
写
真
資
料
調
査
部
会
所
蔵
） 


